
独立法人化から3年 国立大学は変わったのか？  

世界のトップに立てるのか  
東大が「世界の頂点」を目指す改革に動き出して2年。  

その成否は、日本の大学の将来像を占う試金石だ。  
出国内では東大の研究費獲得力が突出   

一科学研究費補助金の配分総額推移－   

（億円）   

250  

大
学
と
肩
を
並
べ
る
べ
く
、
東
京
大
学
が
 
 

大
改
革
に
着
手
し
た
の
は
2
年
前
。
2
0
 
 

0
5
年
に
小
宮
山
宏
総
長
が
「
東
京
大
学
 
 

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
 
（
行
動
計
画
）
 
 

を
発
表
し
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
 
 
 

以
来
、
東
大
は
国
立
大
学
初
と
な
る
ト
 
 

リ
プ
ル
A
格
付
け
の
取
得
、
財
務
戦
略
室
 
 

の
構
築
、
米
エ
ー
ル
大
学
で
の
研
究
室
開
 
 

設
な
ど
、
日
本
の
大
学
改
革
を
リ
ー
ド
す
 
 

る
施
策
を
矢
継
ぎ
早
に
打
っ
て
き
た
。
 
 
 

日
本
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
大
学
と
し
て
、
 
 

国
内
で
は
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇
る
東
大
。
 
 

そ
の
改
革
は
大
学
改
革
の
象
徴
と
し
て
、
 
 

資
金
力
で
は
世
界
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
 
 

意
欲
は
あ
れ
ど
金
が
な
い
 
 

兼
大
改
革
の
お
寒
い
現
実
 
 

東京大学  

界
の
知
の
頂
点
を
目
指
し
て
」
 
 
 

－
。
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
 
 

「          ■   r ′  
5 
ミヒ蛋藁妄  

03  04  05  06  07  
年度  

（出所）文部科学省   

各
方
面
か
ら
注
目
を
浴
び
る
。
は
た
し
て
、
 
 

東
大
は
世
界
の
頂
点
に
立
て
る
の
か
。
 
 

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
で
も
 
 

認
知
さ
れ
な
い
兼
大
 
 
 

そ
の
実
現
可
能
性
を
検
証
す
る
に
は
、
 
 

ま
ず
、
世
界
に
お
け
る
東
大
の
位
置
づ
け
 
 

を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

世
の
中
一
般
の
感
覚
と
し
て
は
、
日
本
 
 

の
大
学
は
世
界
か
ら
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
 
 

い
る
と
い
っ
た
印
象
が
強
い
は
ず
だ
。
し
 
 

か
し
、
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
誌
の
世
 
 

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
（
左
舛
・
表
）
を
見
る
 
 

と
、
東
大
は
非
英
語
圏
の
大
学
で
唯
一
2
0
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函日本の大学は世界でどう見られているか   
一世界大学ランキング一  

昭巨壷諷監藍返還蛋議遵慧畳鰯詔琶欝威冠冠囲閻  位
以
内
に
食
い
込
ん
で
い
る
。
ラ
ン
キ
ン
 
 

グ
の
上
位
3
0
校
を
見
渡
し
て
も
、
非
英
語
 
 

圏
の
大
学
は
ス
イ
ス
と
日
本
の
4
校
し
か
 
 

な
い
。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
で
す
 
 

ら
上
位
3
0
位
に
1
校
も
人
ら
な
い
現
実
を
 
 

勘
案
す
れ
ば
、
東
大
は
む
し
ろ
大
健
闘
し
 
 

て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
 
 
 

し
か
し
、
問
題
な
の
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
 
 

で
の
高
評
価
と
は
裏
腹
に
「
東
大
が
世
界
 
 

の
一
流
校
で
あ
る
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
 
 

が
、
ま
る
で
世
界
に
広
ま
ら
な
い
こ
と
だ
。
 
 

た
と
え
ば
、
東
大
大
学
院
を
経
て
米
ハ
ー
 
 

バ
ー
ド
大
学
大
学
院
に
留
学
し
た
、
あ
る
 
 

日
本
人
研
究
者
か
ら
は
、
こ
ん
な
声
も
聞
 
 

こ
え
て
く
る
。
 
 
 

「
東
大
が
1
6
位
だ
な
ん
て
、
何
か
の
間
 
 

違
い
じ
ゃ
な
い
か
。
米
国
の
研
究
者
仲
間
 
 

の
間
で
は
、
東
大
は
世
界
の
5
0
位
に
入
る
 
 

1  ハーバード大学  
2   スタンフォード大学  
3  エール大学  
4  カリフオルニア工科大学  
5  カリフオルニア大学バークレー校  
6  ケンブリッジ大学  
7  マサチューセッツ工科大学（M汀）  
8  オックスフォード大学  
9  カリフオルニア大学サンフランシスコ校  
10 ・コロンビア大学  
11 一 三シガン大学  
12  カリフオルニア大学ロサンゼルス校  
13  ペンシルペニア大学  
14  デューク大学  

米国  
米国  
米国  
米国  
米国  
英国  
米国  
英国  
米国  
米国  
米国  
米国  
米国  
米国  
米国  プリンストン大学  15  

大学インペリアル・力   17   ロン  英国  
カナダ  

米国  
米国  
スイス  

米国  
米国  
米国  
英国  
スイス  
米国  
米国  

18  トロント大学  
19  コーネル大学  
20  シカゴ大学  
21 スイス連邦工科大学チューリヒ校  
22  ワシントン大学シアトル校  
23  カリフオルニア大学サンディエコ校  
24  ジョンズ・ホプキンズ大学  
25  ロンドン大学ユニバーシティー・カレッジ  
26  スイス連邦工科大学ローザンヌ鱒  
27  テキサス大学オーステイン校  
28  ウィスコンシン大学マデイソン校  

導
を
手
掛
け
る
ア
ゴ
ス
∴
ソ
ヤ
 
 

パ
ン
の
横
山
匡
会
長
も
、
「
日
本
の
大
学
 
 

を
見
て
い
て
残
念
な
の
は
、
実
力
の
割
に
 
 

世
界
で
ま
っ
た
く
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
 
 

と
だ
」
と
話
す
。
「
日
本
の
大
学
は
情
報
 
 

発
信
力
が
劣
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
海
 
 

外
か
ら
学
生
を
集
め
よ
う
と
思
っ
て
も
、
 
 

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
で
し
ょ
う
」
 
 

（
横
山
会
長
）
。
 
 
 

か
入
ら
な
い
か
と
い
っ
た
程
度
 
 

の
認
識
だ
。
校
名
に
ト
ー
キ
ョ
 
 

ー
と
あ
る
か
ら
、
日
本
の
有
力
 
 

大
学
で
あ
る
こ
と
く
ら
い
は
理
 
 

解
し
て
も
ら
え
る
が
、
米
国
で
 
 

『
東
大
』
と
言
っ
て
も
、
ピ
ン
 
 

と
来
る
人
間
は
ほ
と
ん
ど
い
な
 
 

い
」
 
 
 

M
B
A
な
ど
大
学
院
留
学
指
 
 

30  ミネソタ大学ツインシティ校  米国  
（出所）Fニューズウィーク日本版』2006年9月27日号。調査方法：芙タイムズ紙と上海交通大  
学がそれぞれの大学ランキングで用いた指標を参考に、ニューズウィーク誌が大学の「グローバ  
ル度」をランキング。ポイントの50％は上海交通大学の3つの指標を均等に使用（①論文の引  
用回数が多い研究者致、②ネイチャー誌とサイエンス誌に掲載された論文数、③トムソンコーポ  
レーション杜のデータベースの人文科学版と社会科学版に収録された論文数）。40％はタイム  
ズの4つの指標を均等に使用（①外国人教員の割合、②外国人学生の割合、③教員1人当  
たりの論文引用回数、④教員1人当たりの学生数）。残り10％は図書館の蔵書数で評価  

る
。
大
学
は
今
、
世
界
的
な
競
争
に
さ
ら
 
 

さ
れ
て
い
る
。
世
界
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
 
 

国
境
の
枠
を
超
え
て
大
学
を
選
ぶ
の
は
当
 
 

た
り
前
。
ア
ジ
ア
の
優
秀
な
学
生
た
ち
も
、
 
 

こ
ぞ
っ
て
欧
米
の
一
流
大
学
に
進
学
し
よ
 
 

う
と
す
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
ス
タ
ン
 
 

フ
ォ
ー
ド
大
学
な
ど
欧
米
の
ト
ッ
プ
校
 
 

は
、
突
出
し
た
ブ
ラ
ン
ド
カ
と
奨
学
金
を
 
 

武
器
に
、
世
界
中
か
ら
学
生
を
か
き
集
め
 
 

て
い
る
。
 
 

世
界
の
頭
脳
獲
得
に
向
け
 
 

世
界
標
準
の
環
境
づ
く
り
 
 
 

つ
ま
り
、
日
本
の
大
学
で
あ
っ
て
も
、
 
 

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
生
や
研
究
者
に
 
 

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
大
学
に
な
ら
な
け
れ
 
 

ば
、
競
争
力
を
維
持
で
き
な
い
状
況
に
な
 
 

り
つ
つ
あ
る
の
だ
。
頭
脳
獲
得
に
向
け
魅
 
 

力
あ
る
教
育
・
研
究
環
境
を
提
供
で
き
る
 
 

か
ど
う
か
は
、
東
大
改
革
の
、
ま
さ
に
中
 
 

東
大
が
世
界
を
目
指
し
て
本
 
 

気
の
改
革
に
打
っ
て
出
た
理
由
 
 

も
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
こ
に
あ
 
 

的
に
改
革
の
姿
を
描
い
た
も
の
だ
が
、
そ
 
 

の
内
容
を
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集
約
す
 
 

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
世
界
標
準
の
環
境
 
 

り
と
あ
ら
ゆ
る
項
目
に
わ
た
っ
て
、
 
 

心
的
課
題
と
い
え
る
。
 
 
 

「
東
大
ア
ク
シ
ョ
ン
 
 
・
プ
ラ
ン
」
 
 
 

は
あ
 
 

網
羅
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国賓金力の格差はケタ違い一日米主要大学の基金規模－   づ
く
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
奨
学
金
や
研
究
施
設
、
外
国
 
 

人
研
究
者
の
滞
在
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
 
 

環
境
整
備
の
面
で
、
日
本
の
大
学
は
世
界
 
 

に
大
き
く
後
れ
を
と
っ
て
い
る
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
奨
学
金
。
日
本
で
は
大
学
 
 

院
の
博
士
課
程
に
在
籍
す
る
学
生
は
授
業
 
 

料
を
支
払
う
の
が
一
般
的
だ
。
し
か
し
、
 
 

奨
学
金
制
度
が
充
実
し
て
い
る
海
外
の
有
 
 

力
大
学
で
は
、
博
士
課
程
の
学
生
は
学
費
 
 

を
実
質
的
に
免
除
さ
れ
る
の
が
普
通
。
そ
 
 

も
そ
も
、
海
外
の
大
学
に
お
い
て
博
士
課
 
 

程
の
学
生
と
は
、
大
学
か
ら
給
料
を
も
ら
 
 

っ
て
研
究
す
る
立
場
に
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
で
は
、
日
本
が
世
界
の
頭
脳
獲
得
 
 

競
争
に
負
け
る
の
も
当
然
だ
ろ
う
。
東
大
 
 

ハーバード大学  

エール大学  

スタンフォード大学  
マサチューセッツ工科大学（MIT）  

慶應義塾大学  

早稲田大学  

東京大学  

3  

（兆円）  

（出所）各校資料、1ドル＝115円で計算。東京大学は07年度未の目標値  

溺寄付金も、なかなか増えない一乗京大学の寄付金受け入れ状況－   

（億円）  

140・－1－－－－一岬柵－▼仙・山一－－…－一一－、・・－－－一一－－ 
（件）   

14，000  

は
来
年
度
か
ら
、
博
士
課
程
に
在
籍
す
る
 
 

学
生
の
授
業
料
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
方
針
 
 

を
固
め
た
。
国
立
大
学
で
は
先
進
的
な
試
 
 

み
だ
が
、
世
界
的
な
日
で
見
れ
ば
、
よ
う
 
 

や
く
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
始
め
た
段
階
に
 
 

す
ぎ
な
い
。
「
わ
れ
わ
れ
は
日
本
の
中
で
 
 

競
争
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
世
界
と
伍
 
 

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
奨
学
金
の
問
 
 

題
も
含
め
て
、
世
界
標
準
の
環
境
を
つ
く
 
 

ら
な
け
れ
ば
世
界
に
立
ち
遅
れ
て
し
ま
 
 

う
」
（
東
京
大
学
・
浅
島
誠
副
学
長
）
。
 
 
 

東
大
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
は
今
 
 

年
、
「
外
国
語
に
よ
る
授
業
の
抜
本
的
強
 
 

化
」
の
項
目
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
英
語
 
 

で
の
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
ト
ッ
 
 

プ
ク
ラ
ス
の
留
学
生
を
獲
得
し
や
す
く
な
 
 

（注）2005年度は「東京大学留学生支援基金」分6609件、4962万円を含む  
（出所）東京大学「東京大学の概要2006」  

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
学
生
の
語
学
能
 
 

力
も
上
が
り
、
海
外
の
研
究
者
と
対
等
に
 
 

渡
り
合
え
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
も
可
 
 

能
だ
。
東
大
は
英
会
話
の
授
業
を
外
国
語
 
 

学
校
に
一
部
外
注
す
る
な
ど
、
学
生
の
英
 
 

語
力
強
化
に
も
力
を
入
れ
始
め
て
い
る
。
 
 
 

来
年
か
ら
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
エ
 
 

ー
ル
大
学
、
北
京
大
学
な
ど
世
界
の
一
流
 
 

大
学
と
の
間
で
単
位
互
換
を
開
始
。
海
外
 
 

大
学
と
の
交
流
を
深
め
る
一
方
で
、
駒
場
 
 

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
少
人
数
制
教
育
の
た
め
 
 

の
「
理
想
の
教
育
棟
」
を
建
設
、
教
養
教
 
 

育
を
強
化
す
る
計
画
で
「
世
界
標
準
を
超
 
 

え
る
、
東
大
独
自
の
仕
組
み
づ
く
り
に
も
 
 

取
り
組
ん
で
い
る
」
（
浅
島
副
学
長
）
。
 
 
 

小
宮
山
総
長
が
折
に
触
れ
て
強
調
し
て
 
 

い
る
の
が
、
留
学
生
や
外
国
人
研
究
者
の
 
 

増
員
だ
。
優
秀
な
留
学
生
・
外
国
人
教
員
 
 

の
獲
得
に
向
け
、
東
大
は
現
在
3
3
あ
る
海
 
 

外
事
務
所
・
研
究
室
を
0
9
年
春
ま
で
に
1
 
 

3
0
拠
点
へ
拡
充
す
る
目
標
。
本
郷
キ
ャ
 
 

ン
パ
ス
と
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
く
に
も
ゲ
 
 

ス
ト
ハ
ウ
ス
 
（
外
国
人
研
究
者
向
け
の
宿
 
 

舎
）
を
建
設
す
る
な
ど
、
〝
世
界
標
準
″
の
 
 

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
。
 
 

欧
米
勢
の
圧
倒
的
資
金
力
 
 

東
大
は
世
界
で
戦
え
る
？
 
 
 

だ
が
、
東
大
が
世
界
の
一
流
校
を
向
こ
 
 

う
に
回
し
て
、
真
に
世
界
標
準
と
な
る
環
 
 

境
を
整
え
る
の
は
至
難
の
業
だ
。
 
 
 

建
物
を
建
て
れ
ば
、
お
カ
ネ
が
か
か
る
。
 
 

奨
学
金
を
出
そ
う
と
思
え
ば
、
予
算
が
い
 
 

る
。
改
革
に
は
資
金
が
必
要
だ
。
 
 
 

し
か
し
、
世
界
の
一
流
校
と
比
較
す
る
 
 

と
、
東
大
の
資
金
力
は
比
較
に
な
ら
な
い
 
 

ほ
ど
脆
弱
だ
 
（
上
図
）
。
世
界
ト
ッ
プ
に
 
 

君
臨
す
る
ハ
ー
バ
ー
ド
は
約
3
兆
円
に
達
 
 

す
る
巨
大
な
基
金
を
運
用
し
、
年
間
4
0
 
 

0
0
億
円
も
の
運
用
益
を
上
げ
て
い
る
。
 
 

一
方
、
東
大
の
年
間
予
算
は
2
0
0
0
億
 
 

円
程
度
。
ハ
ー
バ
ー
ド
の
運
用
益
の
た
っ
 
 

た
半
分
だ
。
し
か
も
、
そ
の
2
0
0
0
億
 
 

円
は
用
途
を
限
定
さ
れ
た
政
府
補
助
金
に
 
 

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
学
の
裁
量
 
 

で
戦
略
的
に
使
え
る
資
金
に
も
事
欠
く
。
 
 
 

海
外
と
本
格
的
に
戦
う
の
で
あ
れ
ば
、
 
 

ハ
ー
バ
ー
ド
は
別
格
に
し
て
も
、
そ
の
半
 
 

分
、
1
兆
円
規
模
程
度
の
基
金
が
な
け
れ
 
 

ば
、
話
に
な
ら
な
い
。
東
大
は
、
戦
略
資
 
 

金
の
原
資
と
す
る
大
学
基
金
を
0
4
年
に
設
 
 

立
、
今
年
度
末
ま
で
に
1
3
0
億
円
の
寄
 
 

付
を
集
め
る
目
標
だ
が
、
こ
の
程
度
の
基
 
 

金
で
は
運
用
益
も
知
れ
て
い
る
。
東
大
が
 
 

ト
リ
プ
ル
A
の
格
付
け
を
取
得
し
た
の
 
 

留日本の大学に国際競争力はあるか？   
一国別の留学生獲得シェアー  

（出所）○∈CD「EducationataGtance2007」、  
データは2005年時点  
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止
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n
帽
 
 

も
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
建
設
資
金
を
借
り
入
 
 

れ
や
起
債
で
賄
う
た
め
だ
。
 
 
 

西
尾
茂
文
・
東
大
副
学
長
は
、
「
萌
芽
 
 

研
究
の
経
費
や
博
士
課
程
へ
の
奨
学
金
、
 
 

そ
し
て
建
物
の
改
修
・
改
築
を
考
え
る
 
 

と
、
年
間
で
6
0
億
円
の
運
用
益
を
確
保
し
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ひ
そ
れ
を
考
え
る
と
 
 

数
千
億
円
の
基
金
が
必
要
だ
」
と
話
す
。
 
 
 

と
は
い
え
、
仮
に
数
千
億
円
の
基
金
が
 
 

実
現
で
き
た
と
し
て
も
、
世
界
の
ト
ッ
プ
 
 

大
学
と
は
、
と
て
も
勝
負
で
き
な
い
。
 
 
 

日
本
国
内
を
見
れ
ば
ラ
イ
バ
ル
不
在
、
 
 

科
研
費
な
ど
「
競
争
的
予
算
」
の
獲
得
状
 
 

況
を
見
て
も
完
全
な
〝
独
り
勝
ち
状
態
〟
 
 

に
あ
る
東
大
（
4
2
舛
－
グ
ラ
フ
）
。
し
か
し
、
 
 

そ
の
東
大
で
す
ら
、
世
界
と
戦
う
た
め
の
 
 

資
金
は
潤
沢
で
は
な
い
。
浅
島
副
学
長
は
 
 

「
懸
命
の
経
費
節
減
努
力
で
、
何
と
か
資
 
 

金
を
ひ
ね
り
出
し
て
い
る
状
況
だ
」
と
語
 
 

り
、
西
尾
副
学
長
は
「
（
大
学
の
基
礎
的
 
 

予
算
で
あ
る
）
運
営
費
交
付
金
が
削
減
さ
 
 

れ
、
将
来
は
人
件
費
が
賄
え
な
く
な
る
こ
 
 

と
も
あ
り
う
る
」
と
話
す
。
 
 
 

そ
も
そ
も
、
一
国
の
大
学
が
国
際
的
な
 
 

競
争
力
を
持
ち
う
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
 
 

国
の
国
力
と
も
大
き
く
関
係
す
る
。
し
か
 
 

し
、
G
D
P
に
占
め
る
日
本
の
教
育
支
出
 
 

は
先
進
国
中
、
最
低
レ
ベ
ル
。
お
隣
の
韓
 
 

国
を
も
大
幅
に
下
回
る
（
3
6
舛
，
参
照
）
。
 
 
 

頂
点
を
目
指
す
東
大
の
危
機
意
識
は
確
 
 

か
だ
。
し
か
し
、
欧
米
と
日
本
の
間
に
は
、
 
 

一
大
学
の
努
力
で
は
と
う
て
い
埋
め
切
れ
 
 

な
い
圧
倒
的
な
格
差
が
存
在
し
て
い
る
。
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